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１．調 査 の 概 要
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（１）調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，

そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査の対象とする児童生徒 

 【小学校調査】 

小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 

【中学校調査】 

中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 

特別支援学校中学部第 3学年 
 

（３）調査事項及び手法 

① 児童生徒に対する調査 

ア  教科に関する調査〔国語，算数・数学〕 

国語，算数・数学はそれぞれ「主として『知識』に関する問題」（A）※1と「主

として『活用』に関する問題」（B）※2を出題。 

※1：身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不 

可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 

※2：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て 

実践し評価・改善する力など 

イ  質問紙調査 

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 

 

② 学校に対する質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備

の状況等に関する質問紙調査を実施。 

  

（４）調査の方式 

   悉皆調査 

 

（５）調査日時  

平成 29 年 4 月 18 日（火） 

   

【小学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目  

国語Ａ，算数Ａ 
（各 20 分） 

国語Ｂ 
（40 分） 

算数Ｂ 
（40 分） 

児童質問紙 
（20～40 分程度）

 

【中学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目  

国語Ａ 
（45 分） 

国語Ｂ 
（45 分） 

数学Ａ 
（45 分） 

数学Ｂ 
（45 分） 

生徒質問紙 
（20～45 分程度） 

 

（６）集計児童生徒・学校数 

① 集計基準 

児童生徒に対する調査について，平成 29 年 4 月 18 日に実施された教科に関する

調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する

児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 

 

② 集計児童生徒数 

（小学校第 6 学年，義務教育学校前期課程第 6 学年，特別支援学校小学部第 6 学年） 

 調査対象児童数※1 
4月18日に調査を実施した

児童数※2 

【参考】 

4月18日～5月2日に調査を

実施した児童数 

公立 1,031,772人 999,723人 1,011,445人

国立 6,495人 6,390人 6,416人

私立 12,819人 6,468人 6,825人

合計 1,051,086人 1,012,581人 1,024,686人

 

 

（中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 

特別支援学校中学部第 3学年） 

 調査対象生徒数※1 
4月18日に調査を実施した

生徒数※2 

【参考】 

4月18日～5月2日に調査を

実施した生徒数 

公立 1,040,281人 982,811人 990,567人

国立 10,740人 10,107人 10,528人

私立 80,412人 31,271人 31,313人

合計 1,131,433人 1,024,189人 1,032,408人

 

※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒

数，私立は，平成 28 年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能

性がある。 

※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で

算出。 
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（６）集計児童生徒・学校数 

① 集計基準 

児童生徒に対する調査について，平成 29 年 4 月 18 日に実施された教科に関する

調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する

児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 

 

② 集計児童生徒数 

（小学校第 6 学年，義務教育学校前期課程第 6 学年，特別支援学校小学部第 6 学年） 

 調査対象児童数※1 
4月18日に調査を実施した

児童数※2 

【参考】 

4月18日～5月2日に調査を

実施した児童数 

公立 1,031,772人 999,723人 1,011,445人

国立 6,495人 6,390人 6,416人

私立 12,819人 6,468人 6,825人

合計 1,051,086人 1,012,581人 1,024,686人

 

 

（中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 

特別支援学校中学部第 3学年） 

 調査対象生徒数※1 
4月18日に調査を実施した

生徒数※2 

【参考】 

4月18日～5月2日に調査を

実施した生徒数 

公立 1,040,281人 982,811人 990,567人

国立 10,740人 10,107人 10,528人

私立 80,412人 31,271人 31,313人

合計 1,131,433人 1,024,189人 1,032,408人

 

※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒

数，私立は，平成 28 年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能

性がある。 

※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で

算出。 
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③ 集計学校数 

（小学校，義務教育学校前期課程，特別支援学校小学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

4月18日に調査を

実施した学校数 

（実施率％） 

【参考】 

4月19日～5月2日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

4月18日～5月2日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 19,577校 
19,456校

（99.4％）
111校

19,567校

（99.9％）

国立 75校 
75校

（100.0％）
0校

75校

（100.0％）

私立 224校 
114校

（50.9％）
4校

118校

（52.7％）

合計 19,876校 
19,645校

（98.8％）
115校

19,760校

（99.4％）

 

 

（中学校，義務教育学校後期課程，中等教育学校，特別支援学校中学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

4月18日に調査を

実施した学校数 

（実施率％） 

【参考】 

4月19日～5月2日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

4月18日～5月2日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 9,628校 
9,539校

（99.1％）
73校

9,612校

（99.8％）

国立 80校 
77校

（96.3％）
3校

80校

（100.0％）

私立 759校 
366校

（48.2％）
2校

368校

（48.5％）

合計 10,467校 
9,982校

（95.4％）
78校

10,060校

（96.1％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 

本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実

施しているが，実施教科が国語，算数・数学の 2 教科のみであることや，必ずしも学

習指導要領全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児

童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一

側面に過ぎないことに留意することが必要である。 

本調査の結果においては，国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均

正答数，平均正答率等の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみならず，中

央値，標準偏差等の数値や分布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総

合的に結果を分析，評価することが必要である。また，個々の設問や領域等に着目し

て学習指導上の課題を把握・分析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上

につなげることも重要である。 

 

＜用語説明＞  
語 句  説       明 

平均正答数 児童生徒の正答数の平均。 

平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均正答率は，

それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答

率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の

百分率。 

中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 

最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 

標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数

値。標準偏差が 0とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こ

とを意味する。 

相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1

から 1までの範囲の値をとり，1に近いほど正の相関，－1に近いほ

ど負の相関が強いことを表す。 

解答類型 各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理

したもの。 
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（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 

本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実

施しているが，実施教科が国語，算数・数学の 2 教科のみであることや，必ずしも学

習指導要領全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児

童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一

側面に過ぎないことに留意することが必要である。 

本調査の結果においては，国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均

正答数，平均正答率等の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみならず，中

央値，標準偏差等の数値や分布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総

合的に結果を分析，評価することが必要である。また，個々の設問や領域等に着目し

て学習指導上の課題を把握・分析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上

につなげることも重要である。 

 

＜用語説明＞  
語 句  説       明 

平均正答数 児童生徒の正答数の平均。 

平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均正答率は，

それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答

率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の

百分率。 

中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 

最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 

標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数

値。標準偏差が 0とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こ

とを意味する。 

相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1

から 1までの範囲の値をとり，1に近いほど正の相関，－1に近いほ

ど負の相関が強いことを表す。 

解答類型 各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理

したもの。 
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２．教科に関する調査の結果（概要）
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